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【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
８
月
に
確
認
さ
れ
た
国

内
の
感
染
者
が
３
万
２
千

人
を
超
え
た
。
ピ
ー
ク

だ
っ
た
７
月
の
１
万
７
千

人
を
大
幅
に
上
回
っ
た
」

「
東
京
都
で
も
１
カ
月
最

多
の
８
１
２
６
人
が
感
染

　

日
本
共
産
党
の
小
池
書

記
局
長
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
討

論
で
、
安
倍
政
権
の
７
年

８
カ
月
が
民
主
主
義
も
暮

ら
し
も
外
交
も
破
壊
し
て

き
た
と
し
て
、
次
の
６
点

を
挙
げ
ま
し
た
。

　

①
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認
の
閣
議
決
定
強
行

と
安
保
法
制
＝
戦
争
法
、

特
定
秘
密
保
護
法
、
共
謀

罪
な
ど
の
違
憲
立
法
の
強

行
②
２
度
の
消
費
税
増
税

「
安
倍
政
治
」
と
決
別
し
、

  

新
し
い
政
治
に
転
換
す
る
と
き

　
　
　
　

深
刻
な
政
治
の
行
き
詰
ま
り

　

男
女
共
同
参
画
学
協
会

連
絡
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

下
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」

に
よ
る
在
宅
勤
務
で
、
科

学
者
・
技
術
者
が
受
け
た

影
響
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
同
連
絡
会
に

所
属
す
る
多
様
な
分
野
の

１
万
１
１
１
２
人
が
回
答

科学者・技術者の在宅勤務の実態

コロナ下で８割が研究生活に不安

  男女共同参画学協会連絡会が調査

し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
学
校
が
再
開
さ
れ
た

６
月
か
ら
８
月
末
ま
で
の

小
・
中
・
高
生
の
感
染
者

が
１
１
６
６
人
に
上
っ

た
」「
重
症
者
は
い
な
い
」

「
教
室
内
の
距
離
が
２
ｍ

か
ら
１
ｍ
に
緩
和
さ
れ

た
」「
40
人
学
級
に
戻
す
と

い
う
が
20
人
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

る
解
雇
や
雇
止
め
が
８
月

末
で
５
万
人
を
超
え
た
」

「
５
月
か
ら
非
正
規
労
働

者
を
中
心
に
毎
月
１
万
人

以
上
が
職
を
失
っ
て
い
る
。

製
造
業
が
最
も
多
い
」「
感

染
収
束
の
兆
し
が
見
え
ず

厳
し
い
雇
用
状
況
が
続
い

て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
低

調
。「
政
府
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
つ
人
に

し
ま
し
た
。

　

研
究
生
活
に
「
大
変
不

安
」
と
「
や
や
不
安
」
を

合
わ
せ
て
８
割
に
達
し
、

大
学
院
生
で
は
９
割
が
不

安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ま

た
任
期
・
契
約
期
限
付
き

職
で
と
く
に
不
安
が
大
き

や
機
器
の
使
用
制
限
な
ど

で
貴
重
な
試
料
、
実
験
材

料
が
失
わ
れ
た
な
ど
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
国

内
外
の
出
張
が
で
き
な
い

こ
と
が
大
き
な
支
障
に

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
女
性

研
究
者
で
は
男
性
に
比
べ

て
多
く
が
育
児
・
家
事
の

負
担
増
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

連
絡
会
で
は
、
研
究
費

執
行
期
間
や
報
告
書
提
出

期
限
の
延
長
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
、
任

期
期
限
の
延
長
、
雇
用
の

支
援
、
女
性
の
家
事
・
育

児
負
担
増
解
消
へ
の
働
き

か
け
を
国
や
研
究
機
関
に

要
望
し
て
い
ま
す
。

に
よ
る
国
民
生
活
と
日
本

経
済
へ
の
打
撃
③
県
民
の

民
意
を
踏
み
に
じ
っ
て
の

沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古
へ

の
米
軍
新
基
地
建
設
④
対

ロ
シ
ア
、
対
中
国
で
の
屈

従
外
交
⑤
改
憲
へ
の
固
執

と
そ
の
破
た
ん
⑥
コ
ロ
ナ

対
応
で
の
迷
走
。

　
「
辞
任
表
明
は
こ
う
し

た
政
治
の
深
刻
な
行
き
詰

ま
り
の
結
果
だ
」
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　

森
友
・
加
計
、「
桜
を
見

る
会
」
を
め
ぐ
る
疑
惑
に

つ
い
て
、「
政
府
統
計
や
公

文
書
の
改
ざ
ん
、
虚
偽
答

弁
が
繰
り
返
さ
れ
、
国
政

が
大
き
く
ゆ
が
め
ら
れ

た
」
と
述
べ
、「
辞
任
で
幕

引
き
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
自
民
党
内
の

政
権
た
ら
い
回
し
で
は
国

民
の
苦
難
を
解
決
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
」「
立
憲
主

義
、民
主
主
義
の
回
復
、国

民
の
暮
ら
し
応
援
を
第
一

に
掲
げ
、
安
倍
政
治
に
代

わ
る
選
択
肢
を
、
野
党
と

し
て
責
任
を
持
っ
て
示
す

時
だ
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

い
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
研
究
時
間
が
減
っ
た
」

「
研
究
の
質
が
下
が
っ
た
」

が
５
割
以
上
。
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
中
断
、
施
設
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

厚
労
省
の
デ
ー
タ
に
よ

る
グ
ラ
フ
（
図
）
を
み
る

と
新
規
感
染
者
数
が
減
少

し
た
５
月
に
、
検
査
の
数

も
減
ら
し
て
い
ま
す
。

　

国
立
感
染
症
研
究
所
病

原
体
ゲ
ノ
ム
解
析
研
究
セ

ン
タ
ー
の
「
緊
急
レ
ポ
ー

ト
」
は
、
５
～
６
月
の
新

規
感
染
者
数
が
下
が
っ
て

い
た
時
期
に
、
無
症
状
の

新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
抑
え
込
む
か
再
燃
か
、

い
ま
分
か
れ
道

　
　
　
　

検
査
の
抜
本
強
化
を

最
大
５
０
０
０
円
分
の
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
す
る
」「
９

月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
が
、

事
前
の
申
し
込
み
は

３
７
０
万
人
余
だ
」「
政
府

は
４
０
０
０
万
人
の
利
用

を
見
込
み
、
約
２
０
０
０

億
円
の
予
算
を
確
保
し

た
」「
手
続
き
が
煩
雑
な
わ

り
に
、
メ
リ
ッ
ト
が
少
な

い
」「
巨
額
の
税
金
が
使
わ

れ
て
い
る
が
、
使
わ
な
い

人
に
は
不
公
平
だ
」「
個
人

情
報
の
漏
洩
も
心
配
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

自
民
党
総
裁
選
。「
連
日

の
報
道
に
う
ん
ざ
り
だ
」

回
し
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
米
大
リ
ー
グ
。カ
ブ
ス

の
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
投
手
が

８
月
の
ナ
・
リ
ー
グ
月
間

Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
受
賞
し
た
」「
月

間
５
戦
５
勝
、防
御
率
１
・

09
は
す
ご
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
８
月
の
平
均
気
温
。東

日
本
で
平
年
よ
り
２
・
１

度
、西
日
本
で
１
・
７
度
高

か
っ
た
」「
１
９
４
６
年
の

統
計
開
始
以
来
、
東
日
本

は
最
も
高
く
、
西
日
本
は

過
去
最
高
だ
っ
た

２
０
１
０
年
に
並
ん
だ
」

陽
性
者
が
感
染
リ
ン
ク
を

水
面
下
で
つ
な
い
だ
可
能

性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

長
期
間
感
染
が
継
続
し
、

く
す
ぶ
り
続
け
て
７
月
に

経
済
・
社
会
活
動
の
再
開

と
と
も
に
感
染
の
再
燃
が

起
こ
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
、
新
規
感
染
者
数

が
減
っ
た
か
ら
と
し
て
検

査
を
減
ら
す
と
、
無
症
状

の
感
染
者
か
ら
の
感
染
は

継
続
し
、
く
す
ぶ
り
つ
づ

け
、
ま
た
次
の
波
が
く
る
。

「
感
染
の
山
を
繰
り
返
す
」

と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
た

アラビア半島北部
ピラミッドより 2000 年古い巨大遺跡

　　ドイツ研究所が発表

　

ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
北
部

に
巨
大
な
石
の
建
造
物
が

ル
を
、
放
射
性
炭
素
を

使
っ
て
年
代
測
定
を
行
な

い
、
約
７
０
０
０
年
前
の

遺
跡
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

の
約
２
０
０
０
年
前
で
す
。

こ
れ
ら
の
ム
ス
タ
テ
ィ
ル

か
ら
は
ウ
シ
な
ど
の
動
物

の
骨
や
、
幾
何
学
模
様
が

描
か
れ
た
岩
な
ど
も
見
つ

か
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う

な
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
の

か
、
今
後
の
課
題
で
す
。

「
菅
氏
は
安
倍
路
線
の
継

承
を
表
明
し
、
改
憲
に
つ

い
て
も
挑
戦
す
る
と
明
言

し
た
」「
３
人
と
も

２
０
１
５
年
の
閣
内
で
戦

争
法
の
暴
挙
を
推
進
し
た

人
た
ち
だ
」「
政
権
た
ら
い

米国民の意識調査
「保守」減　「リベラル」増

コロナや人種差別反対運動を反映か

　

米
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
が
７

月
27
日
に
発
表
し
た
世
論

ほ
ど
「
リ
ベ
ラ
ル
」
志
向

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
と
そ

れ
に
と
も
な
う
失
業
の
増

加
と
経
済
の
落
ち
込
み
、

白
人
警
官
に
よ
る
黒
人
男

性
殺
害
事
件
と
そ
れ
に
対

す
る
人
種
差
別
反
対
の
運

動
の
高
ま
り
な
ど
が
、
国

民
を
よ
り
「
リ
ベ
ラ
ル
」

に
向
か
わ
せ
て
い
る
と
分

析
し
て
い
ま
す
。

ら
、
日
本
の
社
会
は
疲
弊

し
て
し
ま
う
。
い
ま
「
検

査
の
拡
大
に
よ
っ
て
感
染

を
抑
え
込
む
」
こ
と
を
強

く
求
め
た
い
と
訴
え
ま
し

た
。

調
査
に
よ
る
と
、
米
国
で

「
保
守
」と
考
え
る
人
が
減

り
、「
リ
ベ
ラ
ル
」
と
考
え

る
人
が
増
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、

「
保
守
」だ
と
す
る
人
は
今

年
１
～
２
月
の
調
査
で
は

40
％
で
し
た
が
、
５
～
６

月
の
今
回
は
34
％
に
減
少
。

一
方
、「
リ
ベ
ラ
ル
」
の
人

は
22
％
か
ら
26
％
に
増
え

ま
し
た
。
中
で
も
、
18
～

34
歳
の
35
％
が
「
リ
ベ
ラ

ル
」
だ
と
答
え
、
若
年
層

い
く
つ
も
あ
る
こ
と
が
人

工
衛
星
の
画
像
か
ら
わ
か

り
ま
し
た
。

　

形
は
長
方
形
で
、
小
さ

な
も
の
は
一
辺
の
長
さ
が

15
㍍
程
度
か
ら
、
中
に
は

６
０
０
㍍
以
上
。
ア
ラ
ビ

ア
語
で
長
方
形
を
意
味
す

る
「
ム
ス
タ
テ
ィ
ル
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
・
マ
ッ
ク
ス
プ

ラ
ン
ク
人
類
史
科
学
研
究

所
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
は
、

ネ
フ
ド
砂
漠
の
南
側
の
約

１
０
０
個
の
ム
ス
タ
テ
ィ

「
東
日
本
の
降
水
量
は
平

年
の
37
％
、
西
日
本
も

40
％
に
と
ど
ま
り
記
録
的

な
少
雨
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
９
号
、10
号
と
猛
烈
な

台
風
が
つ
づ
く
」「
早
め
の

対
策
、
避
難
が
重
要
だ
」

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確

認
し
た
」「
車
の
ガ
ソ
リ

ン
、携
帯
の
バ
ッ
テ
リ
、風

呂
の
水
、
こ
の
３
つ
の
満

タ
ン
は
大
切
だ
と
い
う
」


